






























学苑 総合教育センター国際学科特集 No.907 51～60（20165）
産業構造の高度化をめぐる社会学的考察 Ⅱ
 立松和平の『性的黙示録』『百雷』『黙示の華』を視点として



























































































































































































































































































ーに第 1次産業で働く人，第 2次産業で働く人，第 3次産業で働く人がい，6次産業化
（1＋2＋3＝6）が隠れていることがある。
現実に直面した主人公の心情は，農業青年の胸中を吐露した下記の部分に書き尽くされている。農
家の人々の考え方も核分裂家族の時代を迎えて大きく変わったことが読み取れる。
…家にきて一緒に暮らしてくれるのなら，自分の仕事を手伝わなくてもいいといった。外に働きにいきたけ
ればいってもいいし，いきたくなければそれでもいい。家事も強制しない。腹が減れば料理をすることなど
厚志には簡単なことだからである。子供が欲しければつくるし，もうしばらく自由にしていたかったらそれ
でもよい。友美には勝手気儘にしてもらうつもりだったが，結局は何もさせなかったのだと，今にして厚志
は思うのである。… （同書，p.351）
このように，現代家族は都市型であれ農村型であれ，メンバー間での拘束力が弱い。ポジ的に見れ
ば自由化し，ネガ的に見れば一体感を喪失している。いずれにしても伝統的家族はもはや存在しない。
これが近代の第2ステージに適合した家族のあり方と見ることもできる。主人公の両親を伝統的な第
1ステージ側，主人公を第2ステージ側として見ると，現在，農家の置かれた状況がよく理解できる。
「父ちゃん，母ちゃん。俺と友美は別に仲が悪いってことはねえんだよ。農業は俺の職業だからさ。夫婦だ
って別の生き方をしていてもよかんべ。それをやろうとしていたんだけどよ」
「夫婦別々のことをして，仲がいいっていうんか」
厚志のいうことをまったく聞かないというふうにして，父は声をだす。その瞬間，厚志は父や母と言葉が
通じなくなっていたことを知る。 （同書，pp.3367）
主人公とその妻を除き二人を取り巻く人物たちは第1ステージに帰属するため，若夫婦の考え方や
生活の仕方はまったく周囲に理解されず，新妻が行方不明となってからは主人公が孤軍奮闘するもの
の，核分裂家族は初期段階で停止することになり，第1ステージ側からは夫婦仲が悪くて妻が失踪し
たように見えた。事情を知っているのは夫だけであるから，必然的に彼に殺人の嫌疑がかけられる。
ここでの主人公は，「産業構造の高度化」のなかで時代の先取りをしたが挫折しつつあるマージナル
マンである。バイオを駆使しての生花栽培といい，妻の自由を最大限に認める姿勢といい，時代の先
取りが，かえって周囲の常識とは乖離を生じている。このマージナリティにより，主人公は矛盾，誤
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解，藤に苦しむ。作品終盤で妻の事故死が判明し，主人公の無実が証明されると，そこで漸く第1
ステージの人々は第2ステージの存在に気づき，自らをそこにシフトし始める。
6.おわりに
「産業構造の高度化をめぐる社会学的考察」と題し，立松和平の「雷シリーズ」の時代背景を戦後
近代の第1ステージから第2ステージへの移行期に位置づけ，そのマージナリティに着目した。質的
転回期に生きる農民の姿と家族変容がリアルに描写され，抽象的な思考を母胎とするフィクションで
はないことが理解される。現実の日本社会が，立松が熟知する農村地帯で，どのような展開（発展or
衰退）をしたのかが描かれており，そこに作者の問題意識を読みとることができる。作品には人物の
切実な心情が反映している。筆者はそこに社会学的関心を抱き，作品の記述に沿った考察を試みた。
「産業構造の高度化」では通常，低次の産業は乗り越えられる存在として，より高次の産業側からの
視座が優先する。しかし，その常識的，あるいは無批判的，潜在的価値観に敢えてプロテストしたの
が立松の言説であった。対極からはどのように見えるのかというアンチテーゼとも考えられ，現在の
社会構造の基底をなす過去の土着構造を忘却すべきではないという彼の遺言とも筆者には思われる。
現在の「産業構造の高度化」は，単純な移行のプロセスから，6次産業化に見られる複合化，高付
加価値化の時代へと展開し，時代に適合した創造を付加しなければ生き残れない。バイオテクノロジ
ーを駆使した生花栽培もその一例であり，コピーの増殖あるいはコピーの環境化が暗示されている。
立松はこの続きをどのように構想していたのであろうか。現実には外皮ごと食べられる種なしぶどう
やみかんや新ブランド米のように，当初は奇異でマージナルな存在として出発しながらも次第に評価
を獲得していく実例が存在する。その先にはBreakthroughを可能とするモデルの提示もあったか
もしれない。
『黙示の華』には『寒雷』という原題があった。冬場の雷は降雪の前兆である。厳しい冬場を乗り
越え，その先の春を希求する思いを，新しい環境に適応しようとする主人公の心情になぞらえたのだ
ろう。主人公にとって，美しき生花＝黙示の華＝妻であり，『寒雷』から『黙示の華』へのシフトに
は，いくらかの期待が込められていると考えられる。たとえ今は冬雷の季節でも，その先にあるだろ
う可能性を信じている。それは，作品末尾で「そのはじまりの出来事が，今起こったのかもしれない」
（同書，p.371）と述べていることからも理解できる。すなわち，はじまりのはじまりで前途はまだま
だ長いが，はるかかなたに一縷の望みを託し，主人公は，無数の妻，友美を培養し，妻のコピーを創
造したいとさえ思念した。荒唐無稽に思われる主人公の思いも，進化する第4次産業のなかではあな
がち不可能ではないかもしれない。
「産業構造の高度化」のなかで，オリジナルよりもコピーが優先する時代が始まり，バーチャルリ
アリティーが可能な時代となった。マージナルに位置し後塵を拝してきた主人公であるが，起死回生，
創造性や革新性をもたらすマージナルマンとしてその立場は逆転するかもしれない。この世界では，
オリジナルとコピーの優劣はさほど問題にならない。その時，マージナルマンの特徴といわれる繊
細で微妙な傷つきやすい心理の深奥はどのように変異するのだろうか。ポジティブな内包にシフト
チェンジする姿を模索したい。
（にしわき かずひこ 総合教育センター）
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